
 
 

                                     

                                    

                                     

   

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は 

 

直
ぐ
近
く 

 

パ
ネ
ル
で
は
ま
ず
地
図

が
掲
げ
ら
れ
、
盛
岡
か
ら
約

九
五
㌔
の
六
ヶ
所
村
が
示

さ
れ
、
六
ヶ
所
沖
合
の
海
水

は
、
下
北
半
島
沿
い
に
南
下

す
る
津
軽
暖
流
に
よ
っ
て
、

三
陸
海
岸
に
流
れ
込
ん
で

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 

 

「
ミ
ニ
コ
ミ
」
が
Ａ
２
版 

パ
ネ
ル
に 

 

今
回
の
パ
ネ
ル
展
の
主

役
は
私
達
の
発
行
し
て
き

た
ミ
ニ
コ
ミ
「
天
恵
の
海
」

を
Ａ
２
版
に
拡
大
し
た
ビ

ニ
ー
ル
板
パ
ネ
ル
で
し
た
。 

 

 

特
に
再
処
理
工
場
周
辺

の
尾
駮
沼
の
生
物
や
海
水
、

大
気
、
井
戸
水
か
ら
ヨ
ウ
素

１
２
９
や
ト
リ
チ
ウ
ム
、
ク

リ
プ
ト
ン
８
５
、
そ
し
て
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
な
ど

が
試
験
前
と
比
べ
高
濃
度

で
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
伝
え
た
号
を
、
取
り
上
げ

ま
し
た
。
普
段
は
Ａ
４
版
の

小
さ
な
ミ
ニ
コ
ミ
も
Ａ
２

カ
ラ
ー
版
に
拡
大
す
る
と
、

思
い
が
け
ず
迫
力
が
あ
り

見
栄
え
が
し
ま
し
た
。
手
作

り
の
ビ
ニ
ー
ル
パ
ネ
ル
は

薄
く
軽
く
、
ク
リ
ア
袋
が
貼

り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

中
味
は
い
つ
で
も
入
れ
替

え
可
能
で
す
。 

 

        

展
示
会
場
作
り
は
簡
単 

 

パ
ネ
ル
展
会
場
づ
く
り

は
誰
で
も
短
時
間
で
出
来

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。 

 

 

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
板
を
背
中
合

わ
せ
の
Ｖ
字
に
組
合
わ
せ
、

立
て
て
広
げ
れ
ば
た
ち
ま

ち
掲
示
板
に
な
り
ま
す
。
ビ

ニ
ー
ル
板
の
軽
い
パ
ネ
ル

は
虫
ピ
ン
で
と
め
ら
れ
、
撤

収
も
と
て
も
簡
単
で
す
。 

パ
ネ
ル
展
は
交
流
の
場 

 

盛
岡
も
真
夏
日
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
冷
房
の
効

い
た
高
校
会
館
ロ
ビ
ー
は

涼
し
く
、
来
場
者
の
交
流
の

場
に
な
り
ま
し
た
。
用
意
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
重
茂
漁

協
作
成
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
や
ミ

ニ
コ
ミ
の
フ
ァ
イ
ル
に
じ

っ
く
り
見
入
る
人
も
い
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
展
は
「
盛
岡

タ
イ
ム
ス
」
や
「
岩
手
日
報
」

で
お
知
ら
せ
や
記
事
と
し

て
報
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。 

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１０（平成２２）年      
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『
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
ろ
う
展
』
が
、
岩
手
県
高
校
教
育
会
館

ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
館
内
の
『
い
わ
て
教
育
文
化
研
究

所
』
と
、
私
た
ち
『
岩
手
の
会
』
の
共
催
で
、
七
月
二
〇
日
か
ら
二
四

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
二
十
枚
の
さ
さ
や
か
な
ミ
ニ
展
示

会
で
し
た
が
、
会
館
利
用
者
や
、
開
催
を
聞
き
つ
け
て
わ
ざ
わ
ざ
福
島

県
か
ら
来
場
し
た
人
な
ど
数
十
人
が
閲
覧
し
ま
し
た
。 

 

 

来
場
者
の
多
く
は
「
三
陸
の
海
に
こ
の
よ
う
な
危
険
が
迫
っ
て
い
る

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
今
の
う
ち
に
、
な
ん
と
か
ス
ト
っ
ッ
プ
さ
せ
た

い
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

「パネル展」ロビーは談笑の花盛

り。   
 会館利用の『高退連』（岩手高教組退 

簡単軽量な展示物・機材 



 

             

日
本
原
燃
は
ト
ラ
ブ
ル

続
き
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

る
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
溶
融
炉
に
つ
い
て
、

「
今
後
Ｂ
溶
融
炉
を
用
い

て
試
験
を
開
始
し
た
い
」
と

す
る
報
告
書
を
七
月
一
五

日
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院

に
提
出
し
ま
し
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
レ
ン
ガ
剥
落
や

セ
ル
内
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

漏
え
い
を
解
決
せ
ず
に
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
優
先
の
「
Ｂ
溶

融
炉
」
に
よ
る
試
験
再
開
は

安
全
確
認
の
見
通
し
が
な

く
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
を
審

議
す
る
「
核
燃
サ
イ
ク
ル
安

全
小
委
員
会
再
処
理
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
会
議

は
、
七
月
二
九
日
に
開
催 

さ
れ
ま
す
。
「
岩
手
の
会
」 

は
保
安
院
長
と
核
燃
サ
イ 

      

ク
ル
課
長
そ
し
て
該
当
審

議
員
一
七
人
に
対
し
て
「
ガ

ラ
ス
固
化
ト
ラ
ブ
ル
の
検

証
を
行
い
真
実
を
明
ら
か

に
し
慎
重
審
議
を
要
請
す

る
」
と
す
る
文
書
を
郵
送
し

ま
し
た
。
要
請
文
で
は
次
の

三
点
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

１
，
六
ヶ
所
村
の
井
戸
水
か

ら
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

が
高
い
数
値
で
検
出
さ
て

い
る
。
環
境
汚
染
の
進
行
を

こ
れ
以
上
広
げ
な
い
こ
と
。 

２
、
Ａ
溶
融
炉
の
一
連
の
事

故
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
検

証
す
る
こ
と
。
そ
れ
な
し
で

Ｂ
溶
融
炉
で
の
試
験
再
開

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
。 

３
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
の

耐
震
安
全
対
策
を
講
ず
る

と
。 『

国
民
の
命
が
大
切
』
と

い
う
政
策
を
掲
げ
る
民
主

党
政
権
は
、
経
産
省
、
原
子

力
安
全
・
保
安
院
の
官
僚
や

利
権
者
に
よ
る
こ
れ
ま
で

の
政
策
を
根
本
的
に
見
直

し
、
環
境
基
本
法
の
基
本
理

念
を
尊
重
す
る
政
策
へ
の

転
換
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

             

「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
危
険
認
識
欠
如
」 

 

【
川
田
議
員
質
問
主
意
書
】 

◇
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

は
液
体
状
態
で
管
理
す
る

場
合
、
地
震
国
日
本
で
は
こ

の
上
な
く
事
故
の
危
険
性

が
高
い
。
「
絶
対
に
環
境
に

漏
出
し
な
い
よ
う
安
全
管

理
が
出
来
る
」
と
断
言
で
き

る
か
聞
き
た
い
。
出
来
る
と

判
断
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ 

の
審
議
会
名
と
政
府
見
解 

を
聞
き
た
い
。
さ
ら
に
、
高

レ
ベ
ル
廃
液
の
環
境
へ
の

漏
え
い
に
つ
い
て
、
『
環
境 

影
響
評
価
』
の
実
施
と
そ
の

結
果
を
国
民
に
明
ら
か
に 

                 

す
る
べ
き
で
あ
り
政
府
見

解
は
ど
う
か
。
ま
た
、
『
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
安

全
管
理
検
討
審
議
委
員
会
』

を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

【
政
府
答
弁
書
】 

◆
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
蔵
施

設
を
含
め
六
ヶ
所
再
処
理

施
設
の
耐
震
安
全
性
に
つ

い
て
は
事
業
指
定
に
関
わ

る
安
全
審
査
の
過
程
に
お

い
て
、
『
設
計
審
査
指
針
・

昭
和
五
六
年
七
月
』
を
踏
ま

え
て
確
認
し
た
。
平
成
一
八

年
の
新
耐
震
指
針
に
関
し

て
は
原
子
力
安
全
委
員
会

が
現
在
審
査
中
で
あ
る
。
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
漏

え
い
事
故
評
価
は
昭
和
六

一
年
に
原
子
力
安
全
委
員 

《
岩
手
の
会
・
見
解
》 
 

地
震
国
日
本
で
本
当

に
大
丈
夫
な
の
か 

地
震
大
国
日
本
で
「
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
」
を
液
状

で
長
期
に
貯
蔵
す
る
こ
と

の
危
険
性
に
つ
い
て
、
事
業

指
定
に
関
わ
る
安
全
審
査

な
ど
の
経
過
に
触
れ
た
の

み
で
、
ま
と
も
に
答
え
て
い

ま
せ
ん
。 

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
は
、
冷
却

が
止
ま
る
と
十
数
時
間
で

沸
騰
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

発
生
す
る
水
素
に
よ
り
爆

発
も
あ
り
得
る
こ
の
世
で

最
も
危
険
な
物
質
で
す
。
冷

却
用
電
源
喪
失
と
い
う
事

態
に
つ
い
て
、
答
弁
に
あ
っ

た
原
子
力
安
全
委
員
会
平 

成
四
年
答
申
書
『
運
転
時
の 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

会
の
『
再
処
理
安
全
指
針
』

を
も
と
に
行
い
公
表
し
て

い
る
。 

【
川
田
議
員
再
質
問
書
】 

◇
ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
の

ト
ラ
ブ
ル
は
二
年
以
上
経

過
し
た
。
地
震
大
国
日
本
で
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
液
状
で

の
貯
蔵
が
長
期
化
し
て
い

る
。
こ
の
危
険
な
状
態
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
環
境

漏
え
い
評
価
に
つ
い
て
の

昭
和
六
一
年
に
原
子
力
安 

異
常
な
過
度
変
化
を
超
え

る
事
象
の
解
析
』
で
は
、「
喪

失
す
る
時
間
は
三
〇
分
」、 

「
剪
断
処
理
施
設
ほ
か
の

施
設
か
ら
は
放
出
が
な
く
」

な
ど
と
し
て
お
り
、
比
較
的

軽
い
事
態
し
か
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
大
地
震
な
ど
で

の
よ
り
深
刻
な
事
態
へ
の

検
討
が
必
要
で
す
。 

今
回
の
「
政
府
答
弁
書
」

で
、
『
溜
ま
っ
た
超
危
険
な

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
安
全
対

策
』
が
国
の
ど
の
審
議
会
に

お
い
て
も
論
議
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し

ま
し
た
。
予
防
原
則
に
立
ち

返
り
絶
対
に
漏
れ
出
さ
な

い
よ
う
真
剣
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ

る
べ
き
で
す
。 

  ー
ー
ー
ー
ー 

全
委
員
会
の
『
再
処
理
安
全

指
針
』
の
ど
こ
に
そ
の
記
述

が
あ
る
の
か
。 

【
政
府
再
答
弁
書
】 

◆
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
貯
蔵
槽
は
十
基
あ
り
、
腐

食
し
に
く
い
材
料
を
使
っ

て
設
計
さ
れ
た
。
原
子
力
安

全
委
員
会
平
成
四
年
答
申

書
中
「
運
転
時
の
異
常
な
過

度
変
化
を
超
え
る
事
象
の

解
析
」
の
項
に
記
述
さ
れ
、

公
開
さ
れ
て
い
る
。 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
よ
る
放

射
能
汚
染
に
つ
い
て
、
川
田
龍
平
参

議
院
議
員
が
二
回
に
わ
た
り
「
質
問

主
意
書
」
を
提
出
し
、
「
政
府
答
弁

書
」
を
受
領
し
ま
し
た
。
一
回
目
は

昨
年
一
一
月
、
再
質
問
を
本
年
四
月

提
出
し
回
答
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

『
再
処
理
は
確
立
し
た
技
術
な
の

か
？
』、『
放
射
能
放
出
の
事
前
予
告

を
行
え
』
に
続
い
て
『
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
の
危
険
性
』
に
つ
い
て
質

し
て
い
ま
す
。 

 

川田龍平参議院議員 

提出 

『質問趣意書』・ 

『政府答弁書』の分析。その３ 

 原子力安全・保安院 


